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1
p
緒

1
iTTE

四
㌧
棒
状
槻
及
び
不
規
則
脳
髄
の
産
状

七
､
棒
状
鰹
の
肉
眼
的
柵
遮

1
0
､
水
恨
化
繊

｢
O
緒

二
㌧
待
兼
山
附
妃
地
盟
大
要

五
､
銭
質
物
の
形
怨
に
依
る
分
難

八
'
棒
状
胎
の
細
微
銃
的
柵
造

三
､
蛾
質
物
の
蹟
状

六
'
棒
状
雌
及
び
不
規
則
形
髄
践
質
牌
と
脱
型
柄
物

九
､
棒
状
鵬
の
化
串
成
分

〓

'
棒
状
臆
及
不
親
側
形
終
鋤
質
物
の
成
糊
的
考
察

冒

1
二
､
嬰

約

筆
者
は
先
年
大
阪
府
豊
能
那
樺
井
谷
村
待
兼
山
は
於
で
所
謂
高
価
小
冊
聖

1
三
採
集
し
た
こ
と
が
あ
つ
ね
が
､
此

の
躍
晶
は
雨
水
の
馬
め
に
洗
以
流
ruれ
た
も
の
で
､
之
が
適
確
在
る
塵
状
を
検
す
る
こ
と
が
出
来
を
か
つ
ね
｡
然
る

に
浪
速
高
等
撃
枚
が
待
兼
山
の
東
南
東
方
約
五
〇
〇
米
､
標
高
六
〇
兼
の
南
方
に
伸
び
た
丘
陵
上
は
設
置
さ
れ
､
敷

地
の
地
な
ら
し
及
び
荘
園
設
置
の
薦
め
.
丘
陵
の
一
部
上
層
を
除
去
し
た
｡
此
の
工
事
に
低
み
待
兼
山
附
近
の
水
成

岩
堆
積
の
状
態
が
明
瞭
に
在
っ
た
｡
上
暦
に
花
尚
岩
砂
及
び
凍
暦
次
い
で
嘘
埠
､
淡
次
色
粘
土
層
を
経
て
厚
5'花
崩

大
阪
府
符
銀
山
建
端
柵
小
僧



地

球

節
十

八髄

節

.l
鍵

岩
秒
の
盾
に
寅

る
が

､
細
水
の
,iB
蝕

の
進
U
に

つ

れて
'
粘

十

相
中

に

州
捜
さ

れて
ゐ
空
=!

師
小
冊
(弟

一

問
参
照
)

が
熱
々
と
船
中

に
諦
め

ら
れ
る

に
よ
っ
か
｡

第 岡

#l土樽を枇tJJI)略･:-TE.lrl:に林1'J/Tる捌t糖鎖質物の

A-増車1三の挿bLRを描tllせる.舵 (Xl/1)

(-I)

由

凍･:=!

帥
小
作
は
小
藤

敢
接

に
依

っ
て
:1J1:河
川
市

師
付
で
故

比
企
博
i7.が
抹

張
さ
れ

t
.標
目川
に
就
き
研

究
rJれ
､
共
成

囚
h
IJ韓
滋

さ
れ
て
か
ら
も
所

々
に
非

耗
吊
h
.カー
ら
れ
て

む
る
が

火
適
確

な
耗
兆
は
充
分
に

知

ら
れ
て

わ
な

い
欄
で
あ

る
｡
席
LL<ig
を
待
兼
山
に

於

で

確
め
る
rJ

と
が
出
水
L
J

の
み
な
ら
ず

'
此
補
の
も

の
む
二

桁
に

槻

蛾
釦

と

す
る

が
､
成
囚
､
構
造

h
.研
究
す

る

榊
に

､
非
‖
::

照の
袖
銀
鉱
の

塊
で
な

く
､
ゲ

ー
タ
イ

ー

(

G

o

e
t
h

i

te)
で

共
の

火
部

分
た

構

成
す
る
h
J温

め
ら

れ
帆
ハ味
が

稚
い
.



二
､

待
兼
山
附
近
地
質
大
要

大
阪
寧
野
の
北
方
に
替
っ
て
池
田
町
の
牝
兼
は
踊
る
古
座
腎
山
地
の
南
方
ほ
は
､
坤
積
層
を
隔
て
て
兼
閥
に
連
な

(c1)

(I?)

る
三
島
丘
陵
が
あ
る
｡
待
兼
山
は
此
丘
陵
の
北
酉
紬
に
位
す
る
｡
間
幅
説
明
藩
は
若

い
第
三
紀
層
と
rb
れ
､
大
阪
四

近
地
栗
岡
に
も
期
洪
積
層
と
さ
れ
で
ゐ
る
地
域
で
あ
る
｡
此
丘
陵
の
北
西
部
は
阪
急
電
戟
賓
錬
鉄
と
支
線
箕
両
線
と

で
挟
ま
れ
た
待
兼
山
を
頂
鮎
と
L
t
東
側
千
里
川
で
限
ら
れ
略
三
角
形
を
成
し
て
ゐ
る
｡
待
盆
山
の
塵
高
七
七
光
三

と
東
北
東
に
近
-
八
六
兼
九
の
高
所
を
連
ね
る
線
を
境
と
し
て
'
北
側
は
急
傾
斜
を
以
三
億
槻
-
池
田
間
の
酉
閥
街

道
は
滑
う
で
磯
蓮
す
る
坤
稀
暦
に
移
少
､
南
側
は
摩
傾
斜
を
以
て
岡
町
蛍
ま
で
伸
び
て
ゐ
ふ
｡
此
地
塊
は
放
て
は
地

(.1)

形
及
び
丘
陵
上
に
瓢
衣
す
る
池
の
分
布
が
地
質
構
造
線
を
指
示
し
て
ゐ
る
｡
轟
は
筆
者
は
六
甲
山
地
の
地
質
を
調
査

し
カ
が
p
同
山
地
の
南
側
に
敏
速
す
る
洪
精
管
に
見
ら
れ
る
地
貿
構
造
線
と
其
方
向
を
同
じ
-
す
る
兼
北
東
-
西
南

西
及
び
北
北
東
-
園
商
酉
の
方
向
の
も
の
が
優
越
し
て
ゐ
る
.
後
者
に
属
す
る
79
の
は
浪
速
高
等
撃
校
庭
内
に
於
で

も
明
示
さ
れ
て
屠
る
｡

地
質
は
最
上
静
の
荘
園
貿
砂
及
涙
顔
暦
に
次
い
で
'
嘘
鞭
及
び
快
夜
色
粘
土
層
を
経

て'
原
潜
の
花
園
質
砂
暦
は

移
る
｡
磯
及
び
花
陥
貿
砂
暦
は
､
餌
-
同
丘
陵
地
は
分
布
す
る
79
の
で
､
急
激
に
他
の
地
方
か
ら
運
搬
さ
れ
た
も
の

と
瓜
推
さ
れ
p
六
甲
山
地
南
側
の
丘
陵
地
に
分
布
す
る
も
の
と
同
政
は
珪
成
ru
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

櫨
増
は
厚
n
二
光
内
外
で
葦
赤
色
を
為
し
､
其
質

1
様
で
骨
錐
を
寵
ひ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
｡
下
位
の
淡
次
色

粘
土
健
は
厚
ru二
光
乃
苓
ニ
二
光
で
p
簡
閲
に
は
厚
n
一
粍
乃
至
三
粕
の
薄

い
亜
状
の
水
酸
化
銭
を
成
層
し

て､
同
僚

大
阪
併
称
鋸
山
鹿
尚
伽
小
倍

三

三



地

球

筋
十
八
各

節

一
鞭

四

四

の
下
部
は
殊
に
蛾
質
物
の
堆
積
多
-
p
細
か
を
縞
を
成
し
て
ゐ
る
0
粘
土
層
の
敢
下
部
は
花
尚
質
砂
と
の
互
暦
を
軽

て
蓬
ほ
花
陶
質
砂
暦
ほ
移
る
｡

蔑

貿
砂
暦
は
間
々
薄

い
小
磯
音

む
雷

交
え
る
が
上
普

騒

け
る
戚
姦

化
は
苧

･
著
し
く

酢

還

し
て
ゐ
る
｡
浪
速
高
等
撃
枚
に
於

で､
操
ru
四
五
〇
凡
及
び
二
五
〇
八
の
井
戸
を
掘
襲
し
た
が
､
蓬
に
花
園
質
赫
以

下
は
達
し
夜
か
つ
ね
｡

是
等
地
暦
は
前
掲
の
断
層
に
依
っ
て
裁
断
せ
ら
れ
'
断
層
線
は
近

い
朗
で
傾
斜
L
t
走
向
は
或
は
北
六
〇
度
西
.

或
は
北
八
〇
度
束
の
方
向
を
と
-
､
非
常
は
鼻
化
が
著
し

い
0
傾
斜
は
五
度
北
乃
至

一
〇
度
南
聖
不
し
て
ゐ
る
｡
地

層
の
生
成
複
製
櫨
を
充
填
し
･た
板
状
水
酸
化
地
は
粘
土
暦
は
於
て
殊
に
其
走
向
'
傾
斜
が
明
瞭
で
､
北
四
〇
度
酉
の

走
向
p
南
西
七
〇
度
内
外
の
傾
斜
の
も
の
が
優
越
し
て
ゐ
る
｡

三
､

錬

質

物

の

産

状

先
年
大
股
四
妃
の
地
質
調
査
を
忽
せ
る
際
､
三
島
丘
陵
の
北
東
部
に
､
上
層
の
魂
及
び
花
園
質
秒
暦
が
銭
質
物
で

枚
-
腿
著
さ
れ
て
磯
岩
む
成
し
て
ゐ
る
の
む
見
た
乙
と
が
あ
る
が
'
待
兼
山
附
近
ほ
於
て
も
特
は
銭
質
物
の
埋
荷
の

多

い
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
｡
暦
問
は
極
め
て
薄

い
水
酸
化
地
層
が
無
数
に
挟
ま
る
る
外
'
各
層
の
境
界
面
及
び
是
等

洪
積
層
に
生
成
さ
れ
LJ
裂
醇
に
沿
払
､
之
を
充
填
し
た
薄
板
状
の
も
の
が
見
ら
れ
る
が
､
此
外
粘
土
層
中
は
成
層
を

横
切
わ
無
数
の
棒
状
鰹
並
に
少
数
の
不
規
則
形
酷
政
質
物
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
｡

是
等
戯
質
物
は
錬
成
の
時
代
か
ら
二
種
は
憧
別
さ
れ
る
｡

一
は
地
膚
堆
積
の
途
次
､
銭
質
物
を
多
量
に
賂
来
し
て



}

堆
積
せ
る
も
の
で
､
地
層
と
其
時
代
を
同
じ
-
し
て
､
地
暦
中
は
薄
板
状
を
成
し

て成
層
す
る
｡
他
は
地
膚
壁
成
後

裂
醇
叉
は
各
層
の
境
界
面
は
浸
消
し
た
水
に
含
ま
れ
た
蝕
贋
物
が
充
填
又
は
堆
積
し
て
生
成
し
た
薄
板
状
の
も
の
及

び
棒
状
鰭
､
不
規
則
形
憾
並
は
闘
魂
等
で
あ
る
O

四
､

棒
状
髄
及
び
不
規
則
形
健
錬
質
物
の
産
状

此
雨
着
は
塘
粕
､
粘
土
の
二
層
中
に
含
ま
れ
る
が
､
不
規
則
形
鰭
は
主
に
塊
嘩
暦
に
'
棒
状
髄
は
主
に
粘
土
骨
中

は
多
-
含
ま
れ
て
ゐ
る
｡
間
版
第

一
版
硫

一
間
第
二
閲
に
示
す
様
に
棒
状
髄
は
種

一
入
粍
乃
至

一
粍
玉
に
達
す
る
が

四
粍
乃
至
六
粍
の
も
の
が
極
め
て
普
通
で
､
粘
土
府
中
に
略
垂
直
に

一
粒
内
外
の
棒
質
を
露
出
し

て林
立
す
る
｡
棒

状
鰭
は
周
囲
の
粘
土
を
徐
々
に
除
去
し
て
掘
-
出
す
時
は
三
〇
糎
以
上
に
も
揺
す
る
も
の
が
あ
る
が
､
多
-
は
数
片

に
横
に
切
れ
て

一
〇
糎
長
の
も
の
を
得
る
に
は
飴
僻
困
難
で
あ
る
｡

五
ー
織
質
物
の
形
態
に
よ
る
分
類

待
兼
山
産
戟
質
物
を
其
形
態
に
依
っ
て
分
類
す
れ
ば
次
ぎ
の
数
種
と
在
る
｡

刷
板
状
髄

各
暦
就
中
粘
土
層
中
の
極
め
て
薄

い
79
の
と
､
暦
の
境
界
面
に
堆
積
し
た
此
按
的
ほ
厚
い
も
の
及
び
地

層
に
形
成
さ
れ
た
裂
帖
を
充
填
し
た
も
の
で
､
地
瀞
中
にこ
成
層
す
る
も
の
は
地
層
と
其
堆
積
の
時
代
を
同
じ
-
L
t

他
は
地
暦
生
成
機
の
堆
積
又
は
充
填
に
屈
す
る
｡

聞
棒
状
髄
(
第

一
版
及
第

一
間
参
照
)

粘
土
層
中
に
多
-
含
ま
れ
て
略
垂
直
に
林
立
し
て
､
粘
土
層
間
に
成
層
す
る

も
の
及
び
境
鼻
面
に
堆
積
し
た
薄
板
状
の
蝕
質
物
に
連
な
る
も
の
も
見
ら
れ
る
｡

大
阪
併
称
銀
山
産
諭
榔
小
冊

蕊



地

球

㈱
棒
状
健
-
･
板
状
鰻
(
第
二
周

参

照

)

帝
十
八
懲

S
+

)

班

′ヽ

多
-
の
綿
状
鰭
が
地
修
中
の
裂
能
文
は
糾
問
に
維
t'.は
し
た
板
状
憎
と
迎
糾
し

綿状推一版秋総械質物 111面のRR起は柿状恐 く×lh)

て

一
塊
と
在
っ
た
も
の
て
'
叢
%
.せ
る
帥

物
の

一
群
を
根
ぐ
る
み
掘
-
起
し
た
軌
の

あ
る
塊
で
あ
る
｡

㈱
不
規
則
形
健
(
節
三
岡
参
照
)

不
規
11り

形
位
は
楯
状
鰭
の
様
な

.J
足
し
た
方
向
を

和
し
な

い
が
､
櫨
的
'
机
七
㍍
中
に
含
ま

れ
て
'
形
は
並
卵
形
'
木
片
状
'
解

物
の

地
ド
嘗
服
又
は
共
架
状
等
非
形
に
縫
化
が

多

い
｡
棒
状
腔
の
様
に
多
-
は
見

出
さ
れ

%

.
㈲
圏
塊
(範
囲
間
参
照
)

上
部
肘
の
細

い

花
尚
粥
雌

相
中

に
見川す
が餌
は
比
較
的

(S)

(･1
)(e)

脆
い

｡羽
後
蛸
市

松付
'肺
粒

岬
ワ
ッ
カ
タ

サ
ツ
ブ
銀
山
'

共
他
の
褐
銭
鋸
悼
中
に
荘

葉

を
包
ん
で
ゐ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
ゐ
る

が
'
本
地
席
棚
塊
>
..判
る
と
双
子
葉
柄
物



{



地

球

節
十
八
番

節

1
班

八

八

乗
艦
を
印
せ
る
も
の
が
あ
っ
て
､
京
大
三
木
排
撃
士
の
鑑
定
に
依
れ
ば
､一
致
斗
科
の
植
物
莱

(
Q
u
ercu
s
sp
.)

で

あ
る
〇

六

p

棒
状
髄
及
び
不
規
則
形
髄
織
質
物
と
原
型
植
物

(1)

棒
状
鰻
及
び
不
規
則
形
機
銭
質
物
所
謂
高
師
小
僧
に
就

い
て
､
小
藤
教
授
は
其
形
態
は
塵
化
の
あ
る
は
原
型
植
物

(古
)

(ド
)

(7
)

の
異
在
る
に
依
る
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡
膿
振
問
ワ
ッ
カ
タ
サ
ツ
プ
銀
山
､
佐
波
囲
河
原
江1
度
高
師
小
骨
､
兼
京
附
近

洪
積
層
の
炭
酸
鉱
化
水
に
植
物
機
の
偶
像
政
質
物
あ
る
社
報
肯
さ
れ
て
ゐ
る
が
'
木
地
産
棒
状
鰭
蝕
質
物
を
見
る
に

其
形
種
々
で
､

一
見
竹
楯
状
の
も
の
が
あ
た

又
長
圃
錐
状
の
も
の
等
鼻
化
は
富

ん
で
ゐ
る
が
､
大
多
数
は
表
面
に

節
を
有
し
て
ゐ
る
｡
其
の
上
各
節
か
ら
禾
本
科
植
物
は
見
ら
れ
る
責
職
状
は
多
数
の
突
起
を
有
す
る
を
ど
､
繊
細
在

原
型
植
物
の
形
態
を
保
拝
し
て
ゐ
る
｡
謂
は
iJ蝕
質
物
か
ら
成
る
植
物
化
石
で
あ
る
O

該
標
晶
に
就

い
三

二
本
排
撃
士
の
鑑
定
結
果
に
依
れ
ば
第

一
髄
節
二
図
1
を
除
-
外
各
部
は
ヨ
,b
(p
h
r
a
g
m
ites

com
m
u
n
is

TRIN･)
で
､
現
在
滑
樺
地
に
叢
生
し
て
ゐ
る
も
の
の
各
部
分
で
あ
る
O
不
規
則
形
鱒
政
質
物
(
第
三
閲

参
照
)
8
は
菱
の
英
貨

(
T
rapa
sp.)
で
閥
捕
地
方
は
現
存
す
る
も
の
は
似
.
3
は
オ
ケ
ラ

(A
tr
ac
t
y
l

is
Sova
ia

T
H

U
N
B･)
で
､
9
は
サ
ル
ト

リ
イ

F''1
.フ

(S
m
i
la
Dj

C
k

ina
L
.
)
の
地
下
室
に
酷
似
す
る
と
｡
是
等
不
規
則
形
鰭
は

多
-
は
中
心
孔
を
敏

い
て
ゐ
る
｡

七
､

棒
状
健
の
肉
眼
的
構
造



外
衣
は
原
型
植
物
の
細
微
に
亘
る
彫
刻
を
印
し
一yJ
ゐ
る
が
'
横
断
面
に
就

い
て
観
察
す
る
に
､
大
多
数
の
も
の
は

中
心
に
縦
に
小
孔
を
通
じ
.
此
小
孔
を
囲
ん
で
同
心
閲
的
ほ
色
の
挺
化
に
依
っ
て
恰
か
も
木
本
萱
の
年
輪
は
似
ね
構

造
を
ポ
し
て
ゐ
る
｡
中
心
孔
は
概
ね
極
め
て
小
n
-
､
棒
状
鰻
六
〇
個
に
つ
い
て

其
の
桜
及
び
棒
状
髄
全
容
に
封

す
る
比
率
等
の
概
算
的
統
計
の
経
基
は
次
に
示
す
迫
力
で
あ
る
0

(1) (no.1-24)

rl'心孔の′だzf皇 太い端G,)照 細い端の襟 長 さ

余 計 27.6mm 216mm 91mm 1586mm

平 均 115mm 9mm 3.79mm 66.1mm

中心孔の筏 :太い端松 -0.1287:1

rLTJe.､孔の躍 :細い端樫 -0.3034:1

(中心孔は爾端一株の符 を和すると順光 し,仝容

桁 は犬,紳端松の平均 を本 として 夫 々砕桁を計

辞す｡)

棒状触発容flTii･-･･･2123.1品蒜 与

り･.巳､孔粂容租 -･-･68.66品霜 …与

中心孔会葬桃 :棒状牌仝幼堀ii=0.03234:1

(2) mo.25-60)

lZJ.亡､孔の樫 太い端 の裸 伽い端の樫 長 さ

合 計 28.8mm 253.5mm 188.0mm 1290.0mm

平 均 0.8mm 7.04mm 5.22mm 35.8mm

小心孔の45if:太い端の縛 =0･1136:1

中心孔の樫 :細 い端の襟 -0.1532:1

棒状酷の金額秒････1064.1mm･'i

ll叱､孔の全容酔 ･･･17.995mm汚

中心孔の金額紡 :棒状鯉の余容材i'･=0.01703:1

大
阪
併
称
銀
山
産
内
相
小
僧

色
は
背
黄
褐
色
が
普
通
で
あ
る
が

褐
色
乃
至
昔
友
褐
色

(嘘
碍
又
は
花

同
質
砂
中
は
合
せ
る
る
79
の
)
を
量

す
る
も
の
も
あ
っ
て
､
修
痕
色
は
帯

黄
褐
色
乃
至
褐
色
で
あ
る
｡

八
ー
棒
状
鯉
の
戯
徴

鏡
的
構
造

用
低
倍
率
下
の
観
察

中
心
孔
は
略

固
形
を
を
す
も
の
が
多

5'が
､
大
磯

放
射
状
に
近

い
不
規
則
を
裂
値
を
件

ふ
も
の
が
あ
る
.
時
に
不
規
則
形
態

を
す
79
の
も
あ
っ

て'
其
形

一
定
し

九

九



地

球

節
十
八
魯

終
一
班

岩

.I
O

な
い
｡
中
心
孔
を
中
心
と
し
て
漸
次
外
方
に
蛮
人
だ
閲
か
ら
蓬
に
閲
は
移
化
す
る
同
心
圏
は
､
鋤
贋
物
を
含
む
rJ
と

の
多
寡
に
基
因
す
る
も
の
で
'
櫛
黄
褐
色
､
褐
色
'
濃
褐
色
'
背
褐
黄
色
､
昔
赤
褐
色
等
,<LJ量
す
る
陶
が
交
互
す
る

に
依
る
｡
宵
交

ニ
コ
ル

下
は
於
で
､
中
心
孔
壁
を
成
す
も
の
は
時
は
昔
赤
褐
色
で
概
ね
非
晶
質
で
あ
る
が
､
時
は
複

屈
折
を
な
す
極
め
て
微
細
在
る
蛾
質
物
在
る
こ
と
が
あ
る
｡
中
心
孔
壁
h
t除

い
て
は
各
部
複
屈
折
性
を
有
す
る
粒
子

か
ら
な
る
間
は
少
数
の
短
冊
状
の
結
晶
を
交
え
て
ゐ
る
｡
粒
子
間
に
は
此
外
､
少
量
の
長
石
'
石
英
'
稀
は
輝
石
の

不
規
則
破
片
を
混
ず
る
｡
各
圏
に
依
-
銭
質
物
に
は
差
異
は
老

い
が
'
異
物
の
粒
子
の
太

い
さ
に
只
多
少
の
相
違
あ

る
を
温
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
｡

㈲
高
倍
率
下
の
朝
築

城
質
物
粒
子
は
不
規
則
に
接
令
し
て
､
恰
も
海
綿
状
数
量
し
て
寧
院
が
あ
る
｡
峯
隙
は
同
心

圏
の
葦
褐
色
の
部
は
あ
っ
.tJ
は
大
き
-
'
鼎
赤
褐
色
を
量

す
る
部
は
あ
つ
て
は
小
で
あ
る
.
同
心
圏
は
結
晶
質
蛾
質

物
粒
子
の
基
合

の
疎
密
は
基
因
す
る
79
の
で
､
棒
状
浬
の
外
囲
か
ら
順
次
内
部
は
粒
子
を
晶
出
せ
し
め
た
事
情
に
依

る
も
の
で
あ
る
｡
短
冊
状
蛾
贋
物
は
長

さ
〇
･〇
一
五
邦
､
幅

〇
･〇
〇
九
粍
以
下
で
､
長
軸
の
方
向
に
平
行
に
繊
維

状
結
晶
の
発
令
し
た
も
の
で
､
外
観
は
恰
も
壁
開
跡
状
の
喋
繰
に
似
て
ゐ
る
.
多
色
性
は
僅
か
は
訟
め
ら
れ
､
匿
消

光
を
夜
し
､
太
陽
光
線
で
殆
ん
ど

一
卵
性
'
光
撃
性
は
正
で
あ
る
｡
繊
維
状
晶
兼
は
同

一
塊
に
あ
つ
て
も
､
部
分
に

依
り
多
少
頻
曲
し
て
～
其
の
方
向
を

典
に
す
る
時
は
､
-消
光
順
次
に
他
部
は
移
-
恰
79
波
状
消
光
の
観
を
量
す
る
も

の
も
あ
る
〇

九
､
棒

状

髄

の

化

学

成

分



印
分
析
魔
澄

棒
状
健
を
紛
未
は
し
て
､
温
度

一
〇
〇
度
に
保
ち
乾
燥
し
た
後
､
王
水
に
溶
し
､
溶
液
を

一
旦
蒸
敬

乾
固
し
た
｡
之
に
水
を
加

へ
て
後
ア
ム
モ
ニ
ヤ
恕
加

へ
て
水
酸
化
蛾
を
得
､
硫
酸
を
加

へ産

鈴
を
以
て
選
元
し
て
第

二
銭
を
節

-i
蛾
に
化
し
た
後
､
硫
酸
々
性
に
於

い

て､
過

マ
ン
ガ
ン
酸
加
旦
溶
液
で
滴
定
し
た
｡

㈲
音
大
､
鵜
川
平
八
郎
氏
は
依
嘱
し
て
水
及
び
銭
を
定
盤
し
た
結
果
は
次
ぎ
の
温
み
で
あ
る
｡

節一班(淡純色を',け る もの) H.10 Fe望03

11.43,0.1 33.939(:

Fe20;i,flllOに就 き換算せ る 25.20
J'lL'J)､準

分子盤比 1.40

H20:Fe20,i-3.04:1

妨二批(褐色 を卓す るもの) 粍O Fe20;-

11.1296 29.46,0(1

甘 分 坤･; 27.40 78.60

分 子 兇 此 1･52 0･45

H20:Fe30:3= 3.38:1

節-A.二娩平均分子免此

H90:Feヨ03-3月1.･1

･
.

此
結
果
か
ら
見
る
と
略
三
分
手
の
水
を
有
し

(F
e
20
3･3
fleO
)

に

近
-
'
リ
ム
ナ
イ
ト
(Li
m
n
ite)
に
相
督
す
る
｡

一〇
､水
酸

化

錬

囲
褐
織
鍍

褐
蝕
館

(Li
m
onite)
は

11
股
の
記
載
に
は
非
結
晶
質

時
に
結
晶
質
に
し
て
繊
維
状
又
は
士
状
を
孜
す
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
､

rー8)
ボ
ス
ニ
ヤ
ク
及
び
メ
ル
ウ
イ
ン
両
氏
の
研
究
に
依
れ
ば
'
凡
て
の
水

酸
化
蛾
は
只

1
分
子
の
結
晶
水
を
有
す
る
の
み
で
､
同
質
多
像
を
成

し
､

一
は
ゲ
ー
タ
イ
ト

(
G
oethite
)､

1
は

レ
ピ
ド
ク
ロ
サ
イ
ト

(Le
p
id
ocrocite)と
し

て結
晶
L
t
非
晶
質
即
ち
褐
繊
鋸
の
三
潜
を

を
す
の
み
と
さ
れ
て
ゐ
る
｡
然
し
て
叉
両
氏
は
脱
水
賓
蘭
の
結
果
か

ら

l
分
子
以
上
含
有
す
る
水
は
吸
牧
水
(a
d
so
rb
e
d
w
a
te
r
)
及
び
宅

細
管
水

(C
･a
p
ittary
w
ater)
と
決
定

さ
れ
て
ゐ
る
｡

大
阪
併
称
銀
山
準
釣
棚
小
付

〓

t
一



地

球

節
十
八
怨

節

一
班

三

一
二

㈱
待
兼
山
産
棒
状
髄
(
所
謂
高
師
小
僧
)
の
含
水
豊

前
遇
の
通
旦
二
分
子
の
水
を
含
有
し
て
'
リ
ム
ナ
イ
ト
に
相
静

(捕
)

す
る
が
.
定
量
し
た
水
分
は

li
O
O
庇
に
保
ち
乾
燥
し
た
域
み
の
水
の
金
魚
で
あ
っ
て
'
ボ
ス
こ
ヤ
ク
及
び
メ
〝
チ

イ
ン
両
氏
の
脱
水
賓
廟
に
よ
る
脱
水
温
度

(非
晶
贋
物
の

1
四
五
度
内
外
か
ら
ゲ
ー
タ
イ
ト
の
二
二
〇
度
内
外
に
至

ら
)
以
下
に
放
け
る
水
分
む
も
混
在
し
て
ゐ
る
｡

㈱
ゲ
-
タ
イ
ト

待
兼
山
産
棒
状
鰭
の
大
部
分
を
構
成
す
る
裁
質
物
は
複
屈
折
を
不
L
t
昔
黄
褐
色
乃
至
褐
色
で
'

多
-
は
粒
状
を
夜
す
が
､
喪
棚
状
を
を
す
も
の
が
あ
っ
て
､
長
軸
の
方
向
は
卒
行
に
群
集
せ
る
繊

維
状
品
は
恰
･9
努

開
跡
を
不
す
如
-
､
多
色
性
は
僅
か
に
認
め
ら
れ
'
太
陽
光
線
で
殆
ん
ど

1
軸
晶
､
光
撃
性
は
正
'
宵
消
光
で
あ
る

(leo)

(18
)

(i
)

fJ
と
は
既
述
の
通
わ
で
あ
る
｡
点
等
を
見
る
ほ
基
音
利

コ
ー
ン
ウ

ォ
ー
ル
､

ボ
へ
ミ
ヤ
の
プ

,b
プ
ラ
ム
､

ロ
ー
ド
ア

イ
ラ
ン
ド
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヒ
ル
産
及
び
郁
逸
博
物
館
に
陳
列
n
れ

てあ
る
ゲ
ー
タ
イ
ト
叉
は
繊
維
状
ゲ
ー
タ
イ
ト

は
酷
似
し
て
ゐ
る
を
以
て
ゲ
ー
タ
イ
ト
と
決
定
さ
れ
る
｡

H
.

棒
状
髄
及
び
不
規
則
形
髄
錬
質
物
の
成
因
的
考
察

)r=E

伸
生
成
の
適
所

所
謂
高
岬
小
僧
に
就

い
て
は
､
小
藤
教
授
の
精
密
在
る
観
察
及
び
成
因
的
考
察
を
以
て
著
聞
に
於

(-I.)

(A

(cb)

け
る
憤
欠
と
す
る
が
､
其
後

土

佐

問
幡
多
郡
中
筋
和
事
川
肘
､

佐

波

問
河
原
田
､

信

濃

問
下
水
内
郡
常
盤
村
等
か
ら

産
出
が
知
ら
れ
た
｡
然
し
て
佐
波
に
於

では
第
三
紀
静
の
塊
栂
厨
甲
､
土
佐
に
放
け
る
も
の
の
産
状
は
不
明
で
あ
る

が
下
部
は
粘
土
層
の
成
層
を
記
載
ru
れ
て
ゐ
る
｡
待
兼
山
に
あ
つ
て
は
前
述
の
過
少
塊
栂
及
び
粘
土
層
に
含
ま
れ
大

多
数
は
垂
直
に
林
立
し
て
ゐ
る
｡
飴
か
79
原
型
植
物
の
形
態
む
完
全
に
保
持
す
る
も
の
は
粘
土
層
は
含
ま
れ
て
ゐ
る



蓮

等
の
串
賓
か
ら
見
て

高
師
小
伶
庄
戊
の
適
所
は
細
粒
の
堆
積
物
で
植
物
鰭
の
分
解
後
其
キ
ャ
ス
ト
を
完
金
ほ
お

ひ
る
に
都
合
の
良

い
粘
土
層
で
あ
る
と
瓜
惟
ruれ
る
｡

(ll
)

㈲
祷
某
山
に
放
け
る
錬
質
物
の
原
因

各
地
に
放
て
蛾
質
物
の
原
因
に
就

い
て
'
或
は
輝
石
安
山
岩
ー
玄
武
岩
等
磁

地
髄
に
富
め
る
も
の
の
分
解
に
基
因
す
る
も
の
む
報
皆

さ
れ
て
ゐ
る
が
､
本
地
域
は
あ
つ
て
は
水
成
岩
堆
積
の
状
態
､

地
質
等
か
ら
見
て
､
花
園
岩
砂
及
び
機
中
に
含
せ
れ
ね
蛾
分
は
富
ん
で
ぬ
る
有
色
錬
物
の
分
解

は
よ
み
佳
成
さ
れ
た

も
の
と
瓜
惟
ruれ
る
｡

㈱
織
質
物
の
運
搬

上
層
に
於
け
る
動
植
物
憶
の
分
解
に
ょ
み
生
成
さ
れ
る
炭
酸
は
可
成
に
多
畳
あ
る
べ

き
も
､
大

(17
)

阪
平
野
の
周
国
に
於
け
る
秋
田
(健
次
)
班
撃
士
の
地
下
水
の
研
究
に
依
れ
ば
炭
酸
の
含
量
の
著
し
-
伽慧
田
な
る
は
任

意
す
べ

き
事
賓
で
､
就
中
本
地
城
に
於
で
は
定
は

一
暦
豊
富
で
あ
る
｡
氏
は
之
を
岩
栗
基
源
の
79
の
と
さ
れ
て
ゐ
る

が
'
是
等
ほ
基
因
す
る
放
酸
の
布
衣
に
依
ら
'
鎖
贋
物
は
重
炭
酸
職
と
夜

力
水
中
に
溶
解
し
て
地
下
は
浸
潤
す
べ

qJ

は
殆
ん
ど
考
慮
を
要
せ
伯
｡

㈱
故
質
物
の
堆
積
.
充
填

蝕
質
物
の
沈
澱
堆
積
に
就

い

ては
､
助

バ
ク
デ
-
ヤ
の
作
用
叉
は
酸
素
或
は
ア
ム
モ
ニ

タ
ム
ヒ
ユ
タ
メ
ー
ト
等
の
存
在
は
於
で
､

重
筑
酸
鎖
は
第
二
銭
と
夜
ム
沈
澱
す
る
等
種
々
の
場
合
あ
る
べ
き
79
､

(.ユ

(1
)

(凹
)

(6
)

(7)

胎
振
関
銭
騎
床
'
羽
後
閲
高
給
村
'
備
中
囲
成
羽
.
佐
波
閣
河
原
田
'
東
京
附
近
洪
積
暦
中
等
に
植
物
髄
の
暇
低
域

贋
物
も
或
は
銭
質
物
の
中
心
に
植
物
髄
の
機
留
す
る
も
の
も
知
ら
れ
'
多
-
は
植
物
鰹
の
分
解
産
成
物
た
る
ア
ム
モ

ニ
タ
ム
ヒ
ユ
タ
メ
ー
ト
の
作
用
に
依
-,h沈
澱
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る
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を
記
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れ
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る
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待
兼
山
に
於
で
も
､
共
産
状
よ
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ユ
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棒
状
髄
の
生
成

待
兼
山
に
於
け
る
粘
土
厨
中
に
含
ま
る
る
棒
状
鰻
は
共
産
状
か
ら
考
察
す
る
ほ
'
水
蓮
種
物
を

る
輩
其
他
の
植
物
が
繁
茂
し
て
ゐ
夜
其
位
置
に
於
で
､
漸
次
地
層
の
形
成
せ
ら
れ
る
と
共
に
土
中

に
潮渡
せ
ら
れ
､

粘
死
分
獅
す
る
と
北
ハに
浸
消
せ
る
重
炭
酸
地
を
含
む
地
下
水
中
よ
わ
ア
ム
モ
ニ
タ
ム
ヒ
ユ
タ
メ
ー
ト
の
作
用
に
位
か

ゲ
ー
タ
イ
ト
を
晶
出
交
代
し
て
'
殖
物
髄
の
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囲
か
ら
逐
次
内
部
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及
び
'
同
心
圏
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種
々
の
事
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は
依
る
地
下
水

坤
の
蛾
贋
物
の
多
寡
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よ
少
産
成
さ
れ
た
る
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の
で
､
交
代
作
用
の
数
次
に
亘
れ
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ほ
原
因
す
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の
で
あ
る
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中

心
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述
の
迫
-
略
圃
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ゐ
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が
､
椅
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す
る
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中
心
孔
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あ
ヵ
'
叉
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不
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腐
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皿
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概
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殆
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ビ
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叉
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す
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萱
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菱
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